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平成 25 年度から実施してきた「地（知）の拠点整備事業」障がい者支

援領域では，障害者を含め，地域を構成する人々が，相互に人格と個性を

尊 重 し 支 え 合 い ， 人 々 の 多 様 な 在 り 方 を 相 互 に 認 め 合 え る 共 生 社 会 の 実

現に向けて活躍できる人材育成に取り組んできました。  

特別支援教育学講座では ，「教養ゼミ」「職場体験学習ボランティア」「特

別支援教育サポーター派遣事業」を中心に ，引き続き「地域」の課題を共

に 考 え ， 解 決 を 目 指 そ う と す る 人 材 育 成 を ね ら い と し た 取 り 組 み を 行 っ

ています。  

 令和元（平成 31）年度の取り組みとして、以下の４つを実施しました。  

(1)教 養 ゼ ミ ･･･広 島 大 学 教 育 学 部 特 別 支 援 教 育 学 講 座 教 員 が 担 当 す る 講

義 で す 。「 広 島 県 手 を つ な ぐ 育 成 会 」 の 協 力 を 得 た 授 業 も 実 施 し ま し た 。 

(2)職場体験学習ボランティア ･･･附属東雲中学校特別支援学級 2 年生の

職場体験学習を受け入れました。  

(3) 特 別 支 援 教 育 サ ポ ー タ ー 派 遣 事 業 ･･･東 広 島 市 教 育 員 会 と 連 携 し て

実施しました。  

(4)  学 生 子 育 て 応 援 隊 活 動 ･･･東 広 島 市 こ ど も 未 来 部 と 連 携 し て 実 施 し

ました。  

(5）ひろしま平和共生リーダー概論 ･･･学術・社会連携室と連携して実施

しました。  

 以下、実施内容の概要について報告します。  

令和元（平成 31）年度  

「地（知）の拠点整備事業」後継事業   

取組報告  
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視覚障害者の支援に関する体験型学習  

平成 31 年 4 月 24 日に森まゆ先生による授業を行いました。  

盲の方に対してメニューブックの内容を

どのように伝えるかをグループで話し合っ

たり，わかりやすい手引き（ガイド）につ

いて考えたり，アイマスクを用いて視覚障

害の疑似体験をしながら学内を歩行したり

しました。  

知的障害のある人の支援について  

令和元年 5 月 8 日に広島県手をつなぐ育成会「あび隊」の皆様 によ

る授業を行いました。  

知的障害児者の感じているコミュニケー

ション上の課題」について考えるワークシ

ョップを行ったり，知的障害や自閉症の子

どもを育てる保護者の方のお話を伺い，障

害者を取り巻く現状について考えたりしま

した。  

聴覚障害者の支援に関する体験型学習  

令和元年 5 月 15 日に林田真志先生による授業を行いました。  

「聞こえにくさ」を体験するために ，特

別なヘッドホンを装着し ，騒音提示下でこ

とばの聞き取りやキーワード説明，ディス

カッションに取り組み，難しい点や必要な

支援について理解を深め ました。  

肢体不自由者の支援に関する体験型学習  

令和元年 5 月 29 日に船橋篤彦先生による授業を行いました。  

車いすを用いた学内の移動や，階段の昇

降補助を通して，「環境がもたらす障壁」に

ついて気づくことができました。また ，病

気と障がいの違いについて考えたこと につ

いて意見交換をし，これからの大学生活で

自分にできることは何かを考えました。  
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職場体験学習ボランティア  

職 場 体 験 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア で は ，特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 中 学 生 が 広

島 大 学 キ ャ ン パ ス で 行 う ，「 職 場 体 験 」の サ ポ ー ト を 行 う も の で す 。「 職

場 体 験 学 習 」で は ，特 別 支 援 学 級 の 生 徒 た ち が 学 校 の 外 に 出 て 実 際 に 働

く こ と を 体 験 す る 中 で ，働 く こ と の 厳 し さ や 楽 し さ ，社 会 人 と し て の マ

ナ ー や ル ー ル を 学 び ま す 。  

令 和 元 年 7 月 10， 11， 12 日 の 3 日 間 に わ た り ， 附 属 東 雲 中 学 校 特 別

支 援 学 級 2 年 生 6 名 に よ る 職 場 体 験 学 習 を 実 施 し ま し た 。広 島 大 学 の の

べ 10 名 の 学 生 が ジ ョ ブ サ ポ ー ト テ ィ ー チ ャ ー （ ボ ラ ン テ ィ ア ） と し て

生 徒 と 一 緒 に 活 動 を 行 い ま し た 。体 験 内 容 は ，中 央 図 書 館 で の 書 庫 配 架

等 ，社 会 科 学 研 究 科 棟 の 廊 下 や 階 段 の 清 掃 等 ，植 物 園 で の 農 作 業 等 で し

た 。  
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特別支援教育サポーター派遣事業  

特 別 支 援 教 育 サ ポ ー タ ー と は ，支 援 要 請 の あ っ た 学 校 に 訪 問 す る「 学

生 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 特 別 支 援 教 育 に 関 す る サ ポ ー タ ー 活 動 」の こ と で

す 。Ｌ Ｄ ，Ａ Ｄ Ｈ Ｄ ，高 機 能 自 閉 症 ，聴 覚 障 害 等 の 特 別 な 支 援 を 必 要 と

す る 子 ど も た ち が 在 籍 す る 学 級 に お い て ，担 任 の 先 生 の ア シ ス タ ン ト と

し て ，子 ど も た ち の 学 習 や 活 動 が ス ム ー ズ に 行 え る よ う な 支 援 の お 手 伝

い を し ま す 。 サ ポ ー タ ー は ， 事 前 研 修 を 受 け た 後 ， 活 動 を 開 始 し ま す 。 

本 事 業 は ，「 共 生 社 会 の 形 成 に 向 け た イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構

築 」の た め の 東 広 島 市 教 育 委 員 会 と の 連 携 事 業 で す 。今 年 度 は ，10 名 の

学 生 が 6 校 の 小 学 校 と 2 校 の 中 学 校 に お い て 活 動 に 取 り 組 み ま し た 。
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学生子育て応援隊活動  

学 生 子 育 て 応 援 隊 は ， 東 広 島 市 が 行 う 講 演 会 や 研 修 会 な ど の 託 児 室

な ど で ， 学 生 が 託 児 を 行 う 団 体 の 方 々 と 一 緒 に 託 児 室 に 入 り ， 子 ど も

達 と ふ れ あ う 事 業 で す 。 普 段 ， な か な か 幼 い 子 ど も と 直 接 関 わ り が な

い 学 生 に と っ て ， よ い 機 会 と な り ま し た 。  

今 年 度 は ， １ 名 の 学 生 が 健 診 事 後 教 室 に 参 加 す る な ど し て 活 躍 し ま

し た 。  
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ひろしま平和共生リーダー概論  

ひ ろ し ま 平 和 共 生 リ ー ダ ー 概 論 は ，「 全 て の 人 が 共 生 で き る 社 会 」 の

実 現 に 向 け て 身 近 な 地 域 で 課 題 解 決 に 主 体 的 に 取 り 組 む こ と の で き る

人 材 ：「 ひ ろ し ま 平 和 共 生 リ ー ダ ー 」 の 育 成 を 目 指 し て 、 地 域 課 題 の 理

解 や そ の 解 決 に 取 り 組 む 授 業 で す 。  

令 和 元 年 7 月 22 日 に ，「 障 害 と は な ん だ ろ う か (1) 障 害 の 捉 え 方 (2) 

障 害 者 へ の 関 わ り 方 」と 題 し て ，谷 本 忠 明 先 生 に よ る 授 業 が 行 わ れ ま し

た 。障 害 に 関 す る 定 義 や 法 律 な ど を 参 考 に 障 害 と は 何 か を 考 え た り ，障

害 者 に 関 す る 動 画 を 見 て 私 た ち に 求 め ら れ る こ と ，私 た ち に で き る こ と

は 何 か を 考 え た り し ま し た 。  


